
　

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
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若者と地域の情熱でつなげ！
温泉文化を100年先へ

温泉バトン
プロジェクト
過去最高を更新するほどのインバウンド需要に沸く日本の旅行市場。
しかしその影で、日本が誇る「温泉文化」は危機に瀕している。
この苦境を打破して温泉のバトンを未来へ守り継ぐべく、
じゃらんリサーチセンター（JRC）は「温泉バトンプロジェクト」を新たに始動！
24名の若者たちと4地域の温泉宿がタッグを組んで
施策の立案から実行、検証までを駆け抜けた全工程をレポートしていく。
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好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
対
照
的
に
、 

伸
び
悩
む
国
内
旅
行
市
場

　

2
0
2
5
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

は
前
年
比
15
・
８
％
増
の
約
４
２
６
８
万

人
に
達
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
落
ち
込

み
か
ら
見
事
な
回
復
を
遂
げ
て
過
去
最
高

を
更
新
し
て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

は
極
め
て
好
調
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
一
方

で
国
内
旅
行
の
実
施
率
は
微
減
傾
向
に
あ

り
、
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
特
に
こ
の
2
年
間
で
若
年

層
や
中
年
の
実
施
率
が
低
下
し
て
お
り
、

若
い
世
代
の
旅
行
離
れ
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
だ（
表
1
）。

人
泊
数
減
少
、
若
者
の
温
泉
離
れ
…
、 

「
旅
館
」が
直
面
す
る
苦
境

　

こ
の
旅
行
市
場
の
変
化
は
、
タ
イ
プ
別

の
宿
泊
施
設
数
の
推
移（
図
1
）に
も
反

映
さ
れ
て
い
る
。「
旅
館
」は
施
設
数
自
体

が
他
の
タ
イ
プ
を
依
然
と
し
て
上
回
っ
て

い
る
も
の
の
、
こ
の
15
年
間
で
約
１
万
軒

も
減
少
し
た
。
そ
の
理
由
の
一
端
は
、
施

設
タ
イ
プ
ご
と
の
人
泊
数
の
推
移
か
ら
見

て
と
れ
る
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
ニ
ー

ズ
が「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
」や「
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
」に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら（
図

２
）、
こ
れ
ら
の
施
設
は
国
内
・
訪
日
を

あ
わ
せ
た
旅
行
者
全
体
の
人
泊
数
を
大
き

く
伸
ば
し
て
い
る（
図
３
）。
対
照
的
に
旅

館
の
人
泊
数
は
施
設
数
が
多
い
割
に
伸
び

悩
ん
で
お
り
、
急
増
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
恩
恵
を
十
分
に
受
け
ら
れ
て
い
な
い
の

が
実
態
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｚ
世
代
の
価
値
観
・
行
動
特
性

の
調
査
に
よ
る
と
、
20
代
女
性
の
う
ち

「
温
泉
が
好
き
」と
い
う
価
値
観
を
持
つ
割

合
が
２
０
１
９
年
か
ら
23
年
の
間
に
10
ポ

イ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
い
る（
表
２
）。
こ

う
し
た
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
加
え
、
数
・
ス

キ
ル
の
両
面
に
お
け
る
慢
性
的
な
人
員
不

足
に
よ
っ
て
も
旅
館
の
閉
業
や
サ
ー
ビ
ス

の
簡
素
化
が
進
行
。「
温
泉
宿
」は
い
ま
や

存
亡
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
の
だ
。

次
世
代
に
温
泉
文
化
を
つ
な
ぐ
た
め 

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

　

温
泉
宿
の
減
少
は
、
単
に
寝
泊
ま
り
す

る
場
所
が
減
る
こ
と
以
上
の
意
味
を
持
つ
。

心
温
ま
る
お
も
て
な
し
、
季
節
や
風
土
を

伝
え
る
食
、
寛
げ
る
空
間
に
歴
史
建
築
、

そ
し
て
温
泉
と
い
っ
た
、
日
本
ら
し
い
魅

力
が
詰
め
込
ま
れ
た「
温
泉
文
化
の
宝
箱
」

と
も
言
う
べ
き
存
在
が
、
日
本
各
地
か
ら

失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の

だ
。
こ
の
危
機
的
状
況
を
、
手
を
こ
ま
ね

い
て
見
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ

ん
な
想
い
か
ら
新
た
に
始
動
さ
せ
た
の
が
、

本
特
集
に
て
取
り
上
げ
る「
温
泉
バ
ト
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
温
泉
文
化
を
次
世

代
へ
と
つ
な
ぐ「
バ
ト
ン
」と
な
る
べ
く
、

若
い
世
代
の
新
鮮
な
視
線
を
取
り
入
れ
て

地
域
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
促
す
こ
と
を
目
指

し
た
も
の
だ
。
具
体
的
な
工
程
と
し

て
は
、
２
０
２
５
年
11
月
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
参
加
者
募
集
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

19
歳
～
22
歳
を
対
象
と
し
た
Ｊ
Ｒ
Ｃ

の
若
年
層
向
け
旅
行
需
要
創
出
事
業

「
マ
ジ
部
」の
会
員
か
ら
参
加
希
望
者

を
募
り
、
24
名
の
メ
ン
バ
ー
を
決
定

し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
は
、
年
末
年

始
を
は
さ
ん
で
２
日
間
に
わ
た
る
導
入
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

概
要
説
明
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
講
座
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

そ
し
て
２
月
に
は
い
よ
い
よ
、
メ
ン
バ

ー
が
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
協
力
い
た
だ
い
た
４
軒
の
温
泉
宿

へ
出
発
。
２
泊
３
日
の
温
泉
宿
泊
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
現
場
を
知
る
た
め
の
市
内
観

光
や
旅
館
業
務
体
験
、
協
力
宿
や
地
域
の

方
々
と
の
交
流
な
ど
か
ら
得
た
気
づ
き
を

基
に
企
画
し
た
、
温
泉
文
化
に
活
力
を
与

え
て
未
来
へ
つ
な
ぐ「
バ
ト
ン
」の
役
割

を
担
う
施
策
の
提
案
会
を
行
っ
た
。

　

施
策
案
は
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
終
了
と

は
せ
ず
に
、
実
行
に
移
す
ま
で
を
目
標
に

設
定
し
た
。
各
チ
ー
ム
が
提
案
会
に
持
ち

込
ん
だ
施
策
案
を
そ
の
ま
ま
実
行
で
き
る

と
は
限
ら
ず
、
温
泉
宿
や
地
域
の
方
々
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
員
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
受
け
て
ガ
ラ
リ
と
内
容
を
練
り
直
し
た

チ
ー
ム
も
あ
る
。
そ
う
し
て
実
行
に
至
っ

た
施
策
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
４
月

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
に
て
各
チ
ー
ム

が
発
表
を
行
っ
て
い
る
。

　

次
頁
か
ら
は
、
２
泊
３
日
の
温
泉
宿
泊

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

ま
で
の
道
の
り
と
、
温
泉
地
・
温
泉
宿
に

起
き
た
変
化
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
。
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こ
の
ま
ま
で
は「
温
泉
文
化
」が
廃
れ
ゆ
く
!?
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図1　宿泊施設数の推移

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」

図３　宿泊施設タイプ別の人泊数の推移（全体） 図2　宿泊施設タイプ別の人泊数の推移（外国人）

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」

表1　性・年代別 国内旅行実施率の推移
宿泊旅行実施率（％） 24年度

→25年度
の差 

（ポイント）

23年度
→24年度
の差 

（ポイント）2025年度 2024年度 2023年度

48.9 49.3 49.5 ▲ 0.4 ▲0.2

18～
29歳

男性 53.0 52.2 55.7 0.8 ▲ 3.5
女性 61.8 62.7 63.6 ▲ 0.9 ▲ 0.9

30代 男性 49.1 49.9 53.3 ▲ 0.8 ▲ 3.4
女性 53.4 54.5 57.1 ▲ 1.1 ▲ 2.6

40代 男性 45.7 46.2 48.4 ▲ 0.5 ▲ 2.2
女性 47.1 48.3 49.5 ▲ 1.2 ▲ 1.2

50代 男性 44.4 45.5 42.5 ▲ 1.1 3.0
女性 45.3 42.9 43.8 2.4 ▲ 0.9

60代 男性 51.2 47.4 50.2 3.8 ▲ 2.8
女性 48.7 48.7 48.1 0.0 0.6

70代 男性 48.0 50.4 45.4 ▲ 2.4 5.0
女性 43.4 46.6 42.3 ▲ 3.2 4.3

出典：JRC「じゃらん観光国内宿泊旅行調査」

●宿泊施設タイプの定義（観光庁より）
＊旅館…和式の構造及び設備を主とする施設を設け、宿泊料を受けて、人を宿泊させる営業で、簡易宿所以外のもの
＊ホテル…洋式の構造及び設備を主とする施設を設け、宿泊料を受けて、人を宿泊させる営業で、簡易宿所以外のもの
	 ※ホテルは以下の定義により3種類に分類
	 1）リゾートホテル…ホテルのうち行楽地や保養地に建てられた、主に観光客を対象とするもの
	 2）ビジネスホテル…ホテルのうち主に出張ビジネスマンを対象とするもの
	 3）シティホテル…ホテルのうちリゾートホテル、ビジネスホテル以外の都市部に立地するもの
＊簡易宿所…宿泊する場所を多数の人で共用する構造及び設備を主とする施設を設け、宿泊料を受けて、人を宿泊させる営業のもの
 （ベッドハウス、山小屋、カプセルホテルなど）

出典： 『とーりまかし』2024年6月号、JRC「じゃらん宿泊旅行調査（2019、2021、2023）」

表2　Z世代の価値観・行動特性（あてはまる・計）
調査年 全世代・男女 20代・男女 20代・男 20代・女

 調査数 2023 9,479 1,129 570 560
2021 9,388 986 498 487
2019 9,408 1,080 547 532

 温泉が好き 2023
2021
2019

温泉バトンプロジェクトの
工程

19歳～22歳の若者を募集

2日間の導入プログラム

2泊3日の温泉宿泊プログラム
　　Day1. ワークショップ
　　Day2. 現状を知る
　　Day3. 提案発表会

プロジェクト報告会

50.8 49.4 52.2 
53.7 46.7 60.9 
56.4 49.1 63.8 

53.2 
56.6 
57.5 

2025年2025年
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リゾートホテル
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シティホテル
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　あわら温泉を訪れた2月、チーム一同を迎えたのは雪景
色。見慣れぬ雪に喜びつつも、温泉街をめぐってみると寂し
い印象を抱いた彼ら。しかし旅館協同組合青年部や地域事
業者の人 と々の交流を通じ、強い連携体制と熱い地域愛を
ひしひしと実感。この熱量を活かして、温泉地を盛り上げる
助けになりたいと決意！

□ 雪景色が非日常感あり素敵
□ 地域を愛する想いがアツい！
□	宿泊予約データを温泉宿が共有するなど、 

協力・連携体制がすごい
□ 温泉街が想像よりも寂しい雰囲気

□ 人の熱量やつながりなど無形の資産に着目した点が
素晴らしい

□ 切り口は面白くてもお客さまのニーズとの調整が必要
□	「有用性」「実現性」に「経済性（地域にどれだけ

お金が落ちるか）」の視点で深掘りを

□ 提案会では5つの施策案を発表

□ 5案のうち「長靴案」を採用し、実行へ向け練り直し
□「貸出の導線設計」「宿泊客のニーズ対応」

「アクティビティ性」という課題が浮上
□ ニーズ調査のためSNSで「100人アンケート」を実施
□ 改善施策案を立案、実行に向けて準備

□ 貸出用の長靴・下駄・草履を用意した 
レンタルスペースを設置し、試行実験を開催

□ 2週間弱のトライアル期間に利用者は0件…！
□ 宿泊客の声などを参考にしつつ結果を分析
□「履き物を借りて街に出たくなる」ためのさらなる 

仕掛けを加えた改善施策を提案

Project_A
福井県 あわら温泉

あわら温泉 美松 チーム

　美松をはじめとするあわら温泉の宿や市の観光振興課、
観光協会の人々も参加した提案会では、アイデアの面白さ
や地域の想いを起点にした姿勢が高評価。一方で、宿泊客
のプライバシー尊重やニーズとの兼ね合い、過去に行った同
様のイベントとの比較といった現場を知る人ならではの声も。

「なぜやるのか」「この地域でやる意義」まで深掘りすべきと
いった指摘もあった。

　貸出棚の工作から長靴へのロゴ入れ、宿泊客にオリジナ
ル小冊子「あわらブック」を作ってもらうための表紙の制作
までチーム一丸で行い、ついに施策実行日へ。実際に履き
物を借りて外出した宿泊客へのアンケートも用意したが、約
2週間で利用者はゼロとの結果になった。
　これを受け、「美松の宿泊客層とのニーズのずれ」「利用方
法のわかりにくさ」が不足点だと分析したメンバーたち。今
後に向け、「貸出3ステップ表示」「貸出ブースの強化」といっ
たさらなる改善案を提案している。

　現地訪問時に実感した「雪道を歩く楽しさ」を一種のアク
ティビティと考え、「長靴案」をすすめることに。実現に向け
て初期案の課題点を洗い出し、改善策のヒントを探るため
SNSを用いて10代～60代にアンケートを実施した。
　アンケートから「気になる場所を見つけた」「お店や食べ物
に惹かれた」タイミングに旅行中の予定変更が起きやすいこ
とがわかり、履き物の貸出棚設置場所を宿館内の温泉街立
ち寄りマップ付近に決定。さらに、履き物の種類も増やすな
ど、改善点を加えていった。

　3日目の提案会に持ち込んだのは5組6名に分かれた5つも
の施策案。温泉街を一つの大きな宿だと捉え、映画上映な
どのコンテンツを用意した各宿を宿泊客が回遊することを
目指す案、宿・飲食店のライトアップ＆街歩き案、各宿オリジ
ナル長靴で街歩きをしてもらう案、人生の節目に来訪してメ
ッセージを書いてもらうリピーター獲得案、宿泊データ共有
など強固な連携の背景を研究し論文として発表する案、とバ
ラエティ豊かなラインナップに。

 

若
者
×
温
泉
文
化
か
ら
何
が
生
ま
れ
た
？

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ポ
ー
ト

温
泉
地
を
訪
れ
た
メ
ン
バ
ー
は 

地
域
の
課
題
＆
お
宝
探
し
へ

　

都
内
で
の
導
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経
て
、

温
泉
宿
泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
臨
ん
だ
温
泉
バ

ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
参
加
メ
ン
バ
ー
24

名
は
、
福
井
県
あ
わ
ら
温
泉
・
美
松
チ
ー

ム
、
福
島
県
猪
苗
代
温
泉
・
リ
ス
テ
ル
チ

ー
ム
、
群
馬
県
伊
香
保
温
泉
・
横
手
館
チ

ー
ム
、
岩
手
県
新
鉛
温
泉
・
愛
隣
館
チ
ー

ム
と
い
う
４
チ
ー
ム
各
６
名
に
分
か
れ
て

現
地
入
り
を
し
た
。
訪
問
す
る
温
泉
地
や

温
泉
宿
の
情
報
を
事
前
に
調
べ
て
は
い
た

も
の
の
、
現
地
を
訪
れ
る
の
は
初
め
て
と

い
う
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
。
ま
っ
さ
ら

な
目
で
見
た
温
泉
地
は
寒
い
時
期
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
か
人
出
が
ま
ば
ら
で
、
美

松
チ
ー
ム
や
愛
隣
館
チ
ー
ム
か
ら
は「
想
像

よ
り
も
寂
し
い
印
象
」「
閑
散
と
し
て
い

る
」と
い
っ
た
率
直
な
意
見
も
飛
び
出
し
た
。

　

訪
問
１
日
目
～
２
日
目
に
は
滞
在
し
た

温
泉
宿
の
業
務
体
験
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
の

手
伝
い
も
し
な
が
ら
宿
や
地
域
の
人
々
と

交
流
し
、
宿
泊
客
目
線
と
現
場
目
線
の
両

方
を
体
験
し
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
美
松
チ

ー
ム
は
芦
原
温
泉
旅
館
協
同
組
合
青
年
部

と
の
座
談
会
で「
地
域
を
愛
し
、
温
泉
街

を
よ
く
し
た
い
と
い
う
地
元
の
人
々
の
熱

い
想
い
に
ふ
れ
た
」と
話
す
。
し
か
し
実

際
に
歩
い
た
温
泉
街
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感

　

一
方
の
リ
ス
テ
ル
チ
ー
ム
と
横
手
館
チ

ー
ム
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
見
つ
け

た「
違
和
感
」か
ら
施
策
の
ヒ
ン
ト
を
得

て
い
た
。
リ
ス
テ
ル
チ
ー
ム
の
滞
在
先
は
、

施
設
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
充
実
し
た
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
。
魅
力
が
あ
り
余
っ
て
い

る
こ
と
が「
か
え
っ
て
ホ
テ
ル
全
体
の
統

一
感
を
失
わ
せ
て
い
る
の
で
は
？
」と
考

え
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
宿
の
特
色
を
打

ち
出
す
軸
と
な
る
も
の
を
見
つ
け
る
た
め

に
館
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
探
し
回
る
。

　

横
手
館
チ
ー
ム
の
琴
線
に
ふ
れ
た
の
は
、

「
静
か
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
静
か
」と
い
う
違

和
感
だ
。
始
ま
り
は
ラ
ウ
ン
ジ
に
集
ま
っ

て
い
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が「
こ
こ
は
静

か
だ
ね
」と
つ
ぶ
や
い
た
こ
と
。
し
か
し

歴
史
あ
る
木
造
建
築
の
宿
に
い
る
と
床
の

き
し
み
や
障
子
戸
を
開
閉
す
る
音
が
ど
こ

か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
、
無
音
と
い
う
わ

じ
、「
地
域
の
熱
量
が
観
光
客
に
届
い
て
い

な
い
」と
悔
し
さ
を
覚
え
て
施
策
立
案
の

原
動
力
と
し
て
い
っ
た
。

　

同
様
に
、
地
域
愛
に
ふ
れ
た
こ
と
が
契

機
に
な
っ
た
の
が
愛
隣
館
チ
ー
ム
だ
。
観

光
関
連
事
業
者
や
住
民
が
協
力
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
支
え
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、

地
域
の
一
体
感
を
肌
で
実
感
し
て
い
る
。

ま
た
、
愛
隣
館
が
位
置
す
る
温
泉
郷
・
花

巻
12
湯
は
温
泉
場
同
士
が
離
れ
て
い
る
と

い
う
地
域
特
性
も
あ
り
、「
昼
食
を
楽
し
ま

ず
宿
泊
客
が
帰
宅
す
る
の
が
残
念
」と
の

愛
隣
館
・
清
水
社
長
の
想
い
も
耳
に
し
た

こ
と
か
ら
、
地
域
の
連
帯
感
を
武
器
に
し

て
周
遊
に
結
び
つ
く
施
策
を
探
り
始
め
た
。

01

0305

04

02

フィールドで得たリアルな実感

プロの鋭いフィードバックトライアル＆結果分析

戦略の磨き上げ

若者視点の突破口Voice！
「あわら温泉 美松」チーム

シェパード 茉耶さん（フェリス女学院大学）
　アイデアを実現できる形にする難しさに直面しま
したが、私たちメンバーに対してしっかりと向き合っ
てくださった旅館の方、担当者の方との交流が大き
な学びと自信につながりました。
　今回実際に宿泊して、年齢が高い方向けだと思
っていた温泉宿に対するイメージは大きく変わりま
した。若者こそSNS疲れや日常の疲れを癒やしに
行くべきだし、若い世代にもすすめたいと思います。
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北陸らしい雪景色に
メンバーたちは感動。
しかし雪道を出歩く人
影は少なく、想像より
も活気がない印象を
受けたと話す

「旅行中に時間を
持て余すタイミン
グ」などをアンケ
ート。「宿滞在中の
外出頻度」は年代
によってばらつき
がある結果だった

大道具作りにも意欲的に取り組むメンバー。既存の温泉街立ち
寄り案内チラシを自由に組み合わせ、表紙を選んで紐で綴じる

「あわらブック」は街歩きの動機付けとする狙いから企画した

宿の観光案内コーナーに履き物の貸出棚を新たに設置



ONSEN
BATON
Project

型
観
光
施
設
を
建
設
す
る
、
と
い
っ
た
提

案
は
Ｎ
Ｇ
と
い
う
こ
と
だ
。
発
表
さ
れ
た

内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
各
チ
ー
ム
の
活

動
報
告
の
う
ち「
02
若
者
視
点
の
突
破
口
」

の
項
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
温
泉
地
・
温
泉
宿
の
特
性
に
寄
り
添

っ
た
も
の
と
な
っ
た
。

　

と
は
い
え
提
案
施
策
に
す
ん
な
り
と
そ

の
ま
ま
合
格
印
が
押
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
施
策
案
を
発

表
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
実
際
に
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
ま
で
を
目
標
に
設
定
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
会
場
の
有
識
者
か
ら
は
、

実
現
可
能
か
、
や
る
意
義
は
あ
る
の
か
、

誰
に
向
け
た
も
の
か
、
と
い
っ
た
鋭
い
視

の
会
場
に
て
、
企
画
し
た
施
策
案
が
発
表

さ
れ
た
。
立
案
す
る
際
に
設
定
し
た
条
件

は
一
つ
、「
自
分
た
ち
で
実
現
可
能
な
も
の

に
す
る
こ
と
」。
大
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
大

け
で
は
な
い
。
普
段
は
都
市
部
の
鉄
筋
建

築
で
暮
ら
す
若
者
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
う

し
た
音
は
新
鮮
で
耳
に
心
地
よ
く
、「
心
落

ち
着
く
静
か
な
空
間
」に
感
じ
ら
れ
た
の

だ
。
そ
し
て
こ
の
音
を
活
か
す
施
策
を
模

索
し
て
い
っ
た
。

　

温
泉
地
を
訪
れ
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
実

践
し
た
の
は
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
、
そ
し
て
素
朴
な
目
で
現
場
を
見
る

こ
と
。
課
題
発
見
の
セ
オ
リ
ー
と
言
え
る

が
、
誰
か
が
こ
の
手
法
を
指
導
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
長
年
そ
の
環
境
に
い
る
地
域

の
人
々
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
だ
っ
た
り

疑
問
に
す
ら
思
わ
ず
見
落
と
し
が
ち
な
事

柄
か
ら
価
値
や
課
題
を
見
出
せ
た
の
は
、

若
き
彼
ら
が
先
入
観
な
く
真
っ
す
ぐ
に
地

域
と
向
き
合
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
ろ
う
。

寝
不
足
で
練
り
上
げ
た
提
案
に 

浴
び
せ
ら
れ
た
プ
ロ
目
線
の
洗
礼

　

各
チ
ー
ム
と
も
ア
イ
デ
ア
の
源
泉
を
見

つ
け
は
し
た
が
、
そ
れ
を
企
画
と
し
て
形

に
す
る
ま
で
に
は
苦
労
し
た
様
子
。
メ
ン

バ
ー
同
士
で
顔
を
突
き
合
わ
せ
、
時
に
は

衝
突
も
し
な
が
ら
気
づ
け
ば
深
夜
…
と
い

う
チ
ー
ム
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
う
し
て

迎
え
た
３
日
目
の
施
策
提
案
会
。
滞
在
し

た
温
泉
宿
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
各
温

泉
地
の
宿
や
観
光
協
会
、
自
治
体
観
光
課

と
い
っ
た
観
光
振
興
に
携
わ
る
有
識
者
の

方
々
や
Ｊ
Ｒ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
が
集
っ
た
各
地

　チーム一同が訪れたのは、温泉にプール、アスレチック施
設からスキー場まで揃うリゾートホテル。多彩な過ごし方が
できるため、かえって着目点を絞り込めずにいた。業務体験
やスタッフとの意見交換、館内見学を経
てついにココだ！という点を発見。現在
は閉鎖中の、18階ラウンジを軸にした施
策を検討し始める。

□ ホテルの施設・アクティビティが充実し、 
すべてが敷地内で完結するリゾート

□ ヨーロピアンテイストの内装が素敵
□ 徒歩圏内に見どころがなく、ホテルで過ごす時間が重要
□ 18階のラウンジの雰囲気が素晴らしいが 

活用されておらずもったいない

□ Instagramにて公開した4本の動画で
最も視聴されたのは「赤べこまみれ」プランで、
1週間弱の期間に4112回再生を記録

□ 動画別に再生・リポスト・いいねの回数、
視聴した年代別構成比を検証

□	Z世代に刺さる動画を通じて認知度向上と
予約数アップを狙う今後の方向性を提案

Project_B
福島県 猪苗代温泉

若者×温泉文化から何が生まれた？ プロジェクトレポート

ホテルリステル猪苗代チーム

01 フィールドで得たリアルな実感

　提案会の講評を真摯に受け止め、「若者を呼び込むため、
SNSと新規宿泊プランを活用した集客施策」を新たに企
画。ターゲットは4つのペルソナに分け、それぞれに向けて

「傷心旅行プラン」「赤べこまみれ」「アート×旅行」「癒やし」
をテーマにした宿泊プランを造成した。あわせてプラン別
の動画を制作し、キャプション内限定URLでプランへ誘導。
動画視聴者のみが予約可能な特別感を出すとともに、動画
の影響力を検証し今後に活かすことを狙った。

リステルチームはInstagramを通じた372名への独自調査を実
施。「若者の79％が旅先をリール動画で決める」と判明。SNSに
よる集客を目指す方針を決定した

テーマ設 定に悩み
迷ったチーム一同。
200以上のアイデア
のタネを出して話し
合いながら方向性・
内容を固めていった

失恋の傷を温泉で癒やす「傷心旅行プラ
ン」、客室にも大浴場にも赤べこがいる「赤
べこまみれ」など、各プランに温泉要素も盛
り込んだ

プロジェクト報告会では、トラ
イアル施策を実施するだけで
はなく効果を検証して次へつな
げる姿勢が高く評価された

□ 提案会の施策案から思い切りよく変更して
コンセプト、ターゲットを練り直し

□ SNSリール動画を予約導線とした、
宿泊プラン4案を造成

□ 4つの宿泊プランごとに動画を制作

04 戦略の磨き上げ

□ ヨーロピアンクラシカル×デジタルデトックスを 
コンセプトにした施策案を提案

□ 閉鎖中のラウンジの価値を発見した着眼点がよい
□ SNSからの予約導線は若者らしい手法
□	ヨーロピアンを売りにする場合は競合との差別化が必要、

ターゲットも深掘りしたい
□「温泉文化」とのリンクが希薄では？

　18階ラウンジこそヨーロピアンテイストのホテルを代表す
る魅力だと考えた彼ら。この優雅な空間で、デジタル機器か
ら離れた「質素で豊かな滞在」をしてもらう宿泊プランを企
画。同プラン宿泊者にラウンジを限定開放し、1年後の自分
に手紙を書いでもらう内容だ。
　他にキャンドル絵付け、キャンバスアート、内容を隠した書
籍貸出、とオプション体験も用意。若者層の獲得に向けて
SNSを通じた同プランの発信・予約導線も提案した。

　宿泊プランごとの4本のリール動画の再生数は公開後、約
1週間で2377回～4112回とバラつきが発生。結果を検証し
たところ、18歳～24歳の視聴割合が多いと再生数・いいね数
が伸びると分析した。このトライアル施策を通じてメンバー
たちは、Z世代に刺さる動画がホテルの知名度・予約数アッ
プにつながると推定。同様の施策を続けることで、集客アッ
プ、地域への効果波及を目指すロードマップを示した。

　講評タイムではまず、ヨーロッパをテーマにした宿や観光
施設との差別化の必要性が指摘された。デジタルデトック
スが刺さるターゲットを明確にすることと、「温泉」要素の強
化が求められるとのアドバイスも。
　ホテル支配人は18階ラウンジ閉鎖の背景に人手不足とい
う簡単には解決できない課題があると話した一方、ラウンジ
を活用していきたいと前向き。平日稼働率アップに向け、若
者層・カップル客を呼び込みたい考えも明かした。

02
05

03

若者視点の突破口

トライアル＆結果分析

プロの鋭いフィードバック

　 赤べこまみれ

　 アート×旅行 　 癒やしプラン

01 02

03 04

　 傷心旅行プラン

3,215回再生

16リポスト

75いいね

4,112回再生

18リポスト

145いいね

2,377回再生

14リポスト

113いいね

2,814回再生

15リポスト

88いいね

02 赤べこまみれ

4,112回再生

18リポスト

145いいね

リール動画をSNSで拡散
↓

リステルの知名度＆

予約数up

これからの理想像

フェーズ

1

客数増加により

隠れていたリステルの

魅力に気づかれ始める

フェーズ

2

ホテルの客数増加に伴い

地域全体の観光客数が増加

↓

地域にも愛される

ホテルリステル猪苗代へ

フェーズ

3

リステルはファミリー層に人気

300室の客室を埋めるには幅広い層をターゲットに

若者の集客にはリールが効果的、？

Instagramでの旅行先選択に関する調査結果

若者は、リールで
意思決定している

じゃらんシークレットプラン×リールの
新しい集客モデルを提案！　　

Instagram

31%

TikTok

48%

Voice！
「ホテルリステル猪苗代」チーム

宮代 結菜さん（フェリス女学院大学）
　私はかつて失恋した際に友人に誘われた温
泉旅行に救われた経験があり、大好きな温泉の
力になりたくて参加しました。
　同世代には「温泉宿は自分とは無関係の場
所」と考える子もいます。それは、格式が高いイ
メージがあったり親近感がないためだと思いま
す。だからSNSで「こんなに素敵なところだよ」
って発信したら、若者にも「いいじゃん」って思っ
てもらえるはずだと考えています。
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通年利用可能な温泉プールがファミリー層
に人気のホテル。広大なハーブ園やアクテ
ィビティ施設もあり、「温泉宿」という規模感
に収まらない



点
か
ら
の
指
摘
が
相
次
い
で
い
る
。

　

た
と
え
ば
リ
ス
テ
ル
チ
ー
ム
で
は
、
悩

み
迷
っ
た
末
に
現
在
は
閉
鎖
中
の
ラ
ウ
ン

ジ
を
活
用
す
る
施
策
を
企
画
し
て
い
る
。

非
日
常
感
あ
ふ
れ
る
優
雅
な
ラ
ウ
ン
ジ
で

手
紙
を
し
た
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク

ス
を
す
る
と
い
う
提
案
だ
。
遊
休
資
産
を

活
か
す
着
眼
点
は
評
価
さ
れ
た
も
の
の
、

有
識
者
か
ら「
誰
に
向
け
た
施
策
な
の
か
、

自
分
た
ち
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
を
し

た
い
？
」と
問
わ
れ
て
メ
ン
バ
ー
は
言
葉

に
詰
ま
る
。
だ
が「
正
直
、
め
っ
ち
ゃ
や

り
た
い
わ
け
で
は
な
い
」と
素
直
な
声
に

続
い
て
、「
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
を
す
る

ぞ
！
と
い
う
よ
り
も
、
気
づ
け
ば
ス
マ
ホ

を
触
っ
て
な
い
ね
と
い
う
姿
を
目
指
し
て

い
る
。〝
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
輝
く
ラ
ウ
ン
ジ

で
過
ご
す
自
分
を
好
き
に
な
る
旅
〟を
提

案
し
た
ら
、
私
た
ち
世
代
に
刺
さ
る
と
考

え
た
」と
い
う
若
者
ら
し
い
視
点
に
よ
る

企
画
背
景
も
明
か
さ
れ
た
。

　

他
３
チ
ー
ム
に
対
し
て
も
、「
宿
泊
客
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
か
」「
地
域
へ
の
経
済

効
果
は
？
」「
お
金
を
払
っ
て
い
た
だ
く
だ

け
の
価
値
は
あ
る
か
」等
々
の
指
摘
が
投

げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
２
泊
３
日
の
温
泉

宿
宿
泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
の
提
案
会
を
も

っ
て
幕
を
閉
じ
た
が
、
今
後
は
施
策
を
実

行
に
移
し
、
そ
の
結
果
を
発
表
す
る
４
月

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
が
待
っ
て
い
る
。

ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
、
各
チ
ー
ム
と
も
企

画
案
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
始
ま
っ
た
。

若
者
ら
し
い
感
性
が
発
揮
さ
れ
た 

４
つ
の
施
策
が
誕
生

　

有
識
者
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
か
ら
浮
か

び
上
が
っ
た
課
題
に
向
き
合
い
、
独
自
の

調
査
か
ら
得
ら
れ
た
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
も

反
映
し
な
が
ら
提
案
会
の
初
期
案
を
見
直

し
て
い
き
、
実
行
す
る
施
策
が
つ
い
に
完

成
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
の
施
策
も
、
若
者

ら
し
い
感
性
が
活
か
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

美
松
チ
ー
ム
の「
長
靴
を
貸
し
出
し
て

街
め
ぐ
り
を
し
て
も
ら
う
」と
い
う
施
策

は
、
雪
積
も
る
２
月
に
現
地
を
訪
れ
た
経

験
か
ら
着
想
し
た
も
の
。
未
来
像
と
し
て

「
各
宿
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
長
靴
が
温
泉
街
を

彩
り
、
宿
泊
客
と
地
元
の
方
が
会
話
を
楽

し
む
光
景
」を
描
い
て
お
り
、
視
覚
的
な

映
え
を
意
識
し
た
点
は
今
ど
き
の
若
者
ら

し
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
雪
道
を
長
靴
で

歩
く
の
は「
楽
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で

あ
る
」と
再
定
義
し
た
点
に
も
瑞
々
し
い

感
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
方
か

ら
は「
長
靴
な
ん
て
誰
で
も
持
っ
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
発
想
が
面
白

い
」「
私
た
ち
に
は
日
常
と
な
っ
て
い
る
雪

と
長
靴
を
、
街
歩
き
に
結
び
つ
け
た
の
は

素
晴
ら
し
い
」と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。

　

リ
ス
テ
ル
チ
ー
ム
は
提
案
会
の
初
期
案

を
潔
く
ボ
ツ
に
。
新
た
に
用
意
し
た
の
は
、

新
規
造
成
し
た
４
つ
の
宿
泊
プ
ラ
ン
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
リ
ー
ル
動
画
に
よ
っ
て
プ
ロ
モ
ー
シ

　温泉街をめぐり、宿のおもてなしや料理に感激する滞在
中、メンバーたちが最も印象的だったのは「静寂のなかに聞
こえる音」。大正期建築の本館にいると、木造ならではの床
のきしみ、ふすまや障子を閉める音、スリッパで歩く人の気
配など、静かな空間に際立つ音の数々が心地よく響いてく
る。この音は歴史を守り続けた横手館ならではの音であり、
新鮮で貴重な体験だと考えた。

□ レトロな木造建築の宿は非日常感あふれる空間
□ 丁寧なおもてなしで安心して滞在できる
□ 宿側は建物の古さゆえの「不便さ」を懸念しているが、

木造建築特有のきしみや障子の開閉音が心地よい
□ 宿滞在中の行動が「客室・食事処・風呂」の

行き来に限定されがち

Project_C
群馬県 伊香保温泉

若者×温泉文化から何が生まれた？ プロジェクトレポート

古式ゆかしき名湯之宿
横手館チーム

01 フィールドで得たリアルな実感

□「音」をフックにした滞在満足度の向上を提案

□ 通常は弱点として捉えられる「音」をポジティブな
価値に転換した着眼点が斬新

□ 音を探す滞在を強要することになると、
居心地のよさが失われる懸念も

□ 動画のクオリティのブラッシュアップに期待

　歴史ある温泉宿ならではの「音」を新たな魅力として伝え
たい、そして心地よくて懐かしさを覚える空間に「帰ってきた
い」と思ってほしいとの考えから企画したのは「音を伝える
PR動画」。館内の音を収録したPR動画をチェックイン時に
視聴してもらい、滞在中の音に意識を向けることを提案。あ
わせて音が聞こえる場所を記した館内マップを配り、宿泊
者が館内をめぐって見つけた音を記入することで滞在満足
度の向上や宿の印象の強化も目指した。

　提案会に参加した渋川伊香保温泉観光協会や群馬県の
観光リトリート推進課の担当者は、声を揃えて音という着眼
点を高く評価。横手館社長は、宿にとって弱点にもなる音を
事前に伝えることは、宿泊客とのミスマッチ予防策になると
評した。一方、自然と耳を傾けるのではなくマップを用意し
て音の存在を強調するような試みは、かえって居心地のよさ
を阻害しないかと心配する声も上がった。

02

03

若者視点の突破口□ 動画を追加撮影し、館内の様々な環境音を 
紹介するPR動画を制作

□ 旅先選びにSNSを活用する若者層に届くよう、
InstagramとTikTokを通じてPR動画を公開

　提案会の質疑応答を経て、SNSを活用したPR動画による
プロモーションに施策の方向性を修正。SNSを用いる裏付
けとしては自分たちの実体験の他、「Z世代の約5割がSNS情
報を重視する」との調査情報を参考にした。動画制作のた
め、後日改めてメンバーが横手館を訪れて館内の様々な環
境音を収めた動画を撮影。引き戸を開ける音や温泉が注ぐ
音など、音が際立つ構成を意識して1分ほどに編集した。

04 戦略の磨き上げ

プロの鋭いフィードバック

□ ショート動画を公開後、1週間未満でInstagramは
2436回、TikTokは404回再生

□ 宿の情報にアクセスしやすくなるよう、
宿ウェブサイトのURLを動画に添える改善施策を提案

　メンバーが開設した個人アカウントを通じて公開したPR
動画は、1週間未満でInstagramは2436回、TikTokは404
回再生を記録。温泉に興味関心が高いフォロワーを有する
横手館のアカウントから投稿すれば、さらにSNSエンゲージ
メントが向上すると考察した。また、動画視聴後に追加検索
するハードルをなくすため、動画に横手館の予約サイトに誘
導するURLを記載する改善策を提案。こうした取り組みを
通じ、「音を楽しむ宿」という新たな価値を創造することを理
想像として掲げた。

05 トライアル＆結果分析
大正9年（1920）建築で国の
登録有形文化財に指定され
た、総檜造り本館を有する横
手館に滞在。社長との座談
会や館内見学を経てもコンセ
プトが定まらず、議論は白熱！

「いろんな音はするのに静か」
という気づきが転機になった

提案会のプレゼンテーション後の質疑応答では、PR動画の活用
策としてSNSで公開する方針も議題に上った

次 と々流れてくるショート動画群の中でも興味を惹きつけられる
ように、音と静寂のメリハリを意識して動画を編集

Voice！
「古式ゆかしき名湯之宿 横手館」

チーム

稲田 真花さん（横浜市立大学）
　家族旅行で温泉宿には何度も泊まったことがあり
ましたが、「温泉文化を体験して新たな提案をする」
というこれまでにない内容に興味を惹かれ、自分の
経験が活かせるかな？とワクワクしてプログラムに
応募しました。
　実際に参加したところ、自分の想いを言語化して
伝え、共感してもらう難しさを実感。プレゼンテーシ
ョンを評価していただくやりがいも感じられました。

ONSEN
BATON
Project
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ョ
ン
か
ら
予
約
へ
と
導
く
施
策
だ
。
若
者

＝
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
単
な
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら

リ
ー
ル
動
画
を
採
用
し
た
の
で
は
な
く
、

裏
付
け
と
し
て
独
自
調
査
も
行
っ
た
点
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
で
も
有
識
者
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
宿
泊
プ
ラ
ン
は

若
い
世
代
に
向
け
て
企
画
し
て
お
り
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
同
世
代
の
メ
ン
バ
ー
な
ら
で

は
と
言
え
る
内
容
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば

失
恋
の
傷
を
温
泉
で
癒
や
す
旅
を
提
案
す

る「
傷
心
旅
行
プ
ラ
ン
」は
、
メ
ン
バ
ー

の
実
体
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
。

メ
ン
バ
ー
自
身
は
さ
ほ
ど
惹
か
れ
て
い
な

か
っ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
と
い
う
初

期
案
か
ら
、
等
身
大
で
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ

る
企
画
へ
と
昇
華
さ
せ
て
お
り
、
報
告
会

の
講
評
で
は「
共
感
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

実
践
例
と
言
え
る
」と
評
さ
れ
た
。
ま
た
、

ホ
テ
ル
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代
の
鈴
木
支
配
人

は「
自
分
た
ち
に
は
で
き
な
い
大
胆
な
発

想
。従
業
員
に
も
参
考
と
し
て
見
せ
た
い
」

と
賛
辞
を
贈
っ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
ー
ル
動
画
を
活
用
す
る
手
法

は
、
横
手
館
チ
ー
ム
の
施
策
で
も
採
用
さ

れ
た
。
動
画
の
内
容
は
と
い
う
と
、
映
像

よ
り
も「
音
」に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当

て
た
も
の
だ
。
歴
史
あ
る
木
造
建
築
の
価

値
と
し
て
音
に
着
目
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

提
案
会
時
点
か
ら「
音
か
ら
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
手
法
が
素
晴
ら
し
い
」「
自
分
に
は

な
い
発
想
で
新
鮮
」な
ど
と
高
く
評
価
す

る
声
が
多
数
あ
っ
た
。
横
手
館
の
横
手
社

長
は「
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
弱
点
に
も
な

り
か
ね
な
い
音
を
、
強
み
と
し
て
捉
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
」と
も

語
っ
て
い
る
。「
雪
道
は
わ
ず
ら
わ
し
い

の
で
は
な
く
楽
し
い
」と
若
い
感
性
で
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
価
値
の
転
換
を
行
っ
た
美
松

チ
ー
ム
と
、
共
通
す
る
着
眼
点
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
報
告
会
で
は
完
成
さ
せ

た
動
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い
と
の
講
評

も
あ
り
、
ア
イ
デ
ア
を
し
っ
か
り
と
作
品

に
仕
上
げ
た
点
も
評
価
を
得
た
。

　

愛
隣
館
チ
ー
ム
の
施
策
は
、
地
域
の
名

所
を
マ
ス
目
に
盛
り
込
ん
だ
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム（
す
ご
ろ
く
）を
作
っ
て
周
遊
促
進
に

若者×温泉文化から何が生まれた？ プロジェクトレポート

□ プロトタイプのすごろくを用意してプレ体験会を開催
□ 体験会に参加した宿泊者にアンケートを実施
□ 客室でも遊べるように、紙製のサイコロ・ 

駒の組み立てキットやすごろく盤も制作

　午前中のワークショップに続いて同日午後と翌日の午前
中に、チェックイン＆アウトの宿泊客にすごろくで遊んでもら
うプレ体験会を開催。16組約50名の参加者にはアンケート
に協力してもらい、「すごろくを通して花巻の魅力を知った」

「花巻への興味が深まった」との回答が8割超に上ることを
確認。今後の展望として、デジタル版の制作・公開、客室へ
のすごろくミニ版設置といった計画も発表した。

05 トライアル＆結果分析

　提案会やマス目考案ワークショップ
にも協力いただいた花巻観光協会で
は、実は今回の施策同様のすごろく案
を考えたことがあったそう。アイデアレ
ベルのまま実現に至らずにいたが、今回
を機にデジタル版の制作協力を申し出
てくれた。そしてデザイン会社への発注
を経て、花巻の人気スポットから地元の
人だからこそ知っているディープな情報
まで詰め込まれた、すごろくのデジタル
版が完成！6月より観光協会ウェブサイ
トにて公開している他、印刷したすごろ
く盤を各宿へ配布することも予定。

06 未来へのバトン

観光協会のウェブサイトで公開したすごろくは、各マス目をクリックするとスポットの詳細情報ページ
にジャンプするリンクURLを貼り込んた親切設計。遊ぶための印刷用PDFもダウンロードできる

　宿の業務体験や地域イベントの手伝いを通じ、おもてな
しの温かな姿勢と郷土愛を実感したチーム一同。地域との
交流自体が、観光資源になると考えた。また、宿の社長か
らは「市内観光や昼食を楽しまず宿泊客が帰宅するのが残
念」との想いも聞く。そこで花巻12湯を横断的に楽しむ湯
めぐりを思いつくも、温泉地の広さから現実的ではないと断
念。温泉地内の観光情報を認知してもらい、周遊へと導く
方策を思案することに…。

　地域周遊を促す施策として、花巻12湯めぐりを疑似体験
する「すごろく」を企画。宿滞在中に遊びながら地域を知
ってもらえるよう盤面のマス目に各地の情報を盛り込み、チ
ェックアウト後の目的地決めのきっかけとなることを目指し
た。マス目は市民が考案する形式にすることで、12湯の一
体感醸成、シビックプライドの向上にも寄与する考えだ。す
ごろく盤は各宿や駅などの主要施設にて3500円で販売し、
収益が上がることもメリットの一つとした。

　すごろくを形にするべく、第2回訪問を実施。花巻12湯の
温泉宿や観光協会といった花巻市の関係者16名に集まって
もらい、マス目案を考えるワークショップを開催した。2時間
で約120もの案が提出され、その内容を基にして「花巻湯め
ぐり愛すごろく」が誕生！

□「おもてなし」が徹底され、温かな交流自体が
観光資源として価値がある

□ 宿の協力体制や地域住民の郷土愛が素晴らしい
□ 宿同士の距離があるため徒歩での湯めぐりには

ハードルがあり、街歩きをする人も少なく閑散とした印象
□ チェックアウト後は昼食もとらずに

帰宅する滞在時間の短さが課題

□ 街めぐりを誘発するすごろくを、 
市民を巻き込んで作ることを提案

□ 第2回訪問を実施し、地域の方の協力の下で 
すごろくワークショップを開催

Project_D
岩手県 新鉛温泉

結びの宿 愛隣館 チーム

01

02

04

フィールドで得たリアルな実感

若者視点の突破口

戦略の磨き上げ

□ 街めぐりの行き先決めのきっかけとして非常に有効
□ 3500円の代金に見合う価値をどう作るか？
□ すごろくのルールやマス目の深掘りが必要
□ 提案会の即興ワークショップで

参加者がマス目の案出しを実施

　遊びながら地域を知ってもらう方策としてすごろくを採用
したこと、地域の人 を々巻き込む手法について、市の観光課
や花巻観光協会、岩手県県南広域振興局も参加した提案会
で高く評価する声が相次いだ。一方でゲームのルールのわ
かりづらさや、お金を払ってもらうハードルの高さといった現
実的な面に対する指摘も。講評タイムに続いては、参加者
がマス目案を提案する時間も設けられた。

03 プロの鋭いフィードバック

ワークショップの参加者からは「自分も知らない場所があり勉強に
なった」「様々な見どころを再発見できた」といった声が寄せられた

お客さまが見えなくなるまで
見送る姿勢や、地域イベント
を手伝うボランティアの多さ
を目の当たりにした2泊3日に

すごろく案が出るまでに
は様々な施策案を検討。
提案会用のすごろくを作
る際は、温泉入浴の前
後にマス目の案出しをし
て発想力の違いを探る
面白い試みも実践

基本ルール：サイコロを振り、出た目の数だけ進みます。
ミッション：止まったマスに書かれたスポットを
　　　　　  訪れてみましょう。
特別ルール：赤い枠のマスは、大きな数字が
　　　　　  出ても必ず止まってください。

【 ルール 】

名物わさび冷麺を
食べる

映えスポットで
大はしゃぎ

<1マス進む>
宮沢賢治さんの
生涯を学ぶ

道の駅
はなまき西南
お土産を買う

早池峰と
賢治の展示館
フォトスポットで
記念撮影

松倉温泉 
悠の湯
風の季

源泉かけ流しの湯と
懐石料理を満喫

賢治さん設計の
日時計花壇を見学

100年以上の歴史を
持つ「花巻傘」を買う

人気のパンケーキを
食べる

旧菊池家住宅
西洋館
見た目は洋館、
中は武家屋敷

茶寮かだん
宮沢賢治さん設計の
花壇を鑑賞しながら
カフェタイム

マルカンビル
大食堂

10段巻き
ソフト
クリームを
食べる

花巻おもちゃ
美術館
木の遊具で遊び、
大人も子供も
夢中になれ
る空間

嘉司屋
わんこそばを食べて
お腹いっぱい
<１回休み>

金婚亭
わんこそばを食べて
お腹いっぱい

<１回休み>

イギリス
海岸

クルミの化石
を探す

産直
案山子

焼きプリン大福を
お土産に買う

台温泉
温泉街をそぞろ歩き、
ノスタルジックな
ひと時を体感

味楽苑
名物

「ささまホルモン」
を食べる

からくり
時計

銀河ポッポ
フォトスポットで
記念撮影

花巻神社

旅の安全を
祈願する

Lit work
place
クラフトビール
飲み比べ

パティスリー
アンジュ

レーズンバタ
ーサンドを

お土産に買う

ホテル
グランシェール

花巻
山猫ルームに
１泊

やぶ屋
花巻総本店
わんこそばを

食べて

お腹いっぱい

<１回休み>

森の
ジェラート
ポエーマ
ジェラートを食べる
<2マス進む>

馬面電車
鉄道ファンに

人気な

スポットを見
て　

歴史を感じる
　

花巻
スポーツランド
北上川遊覧やカヌー
などアクティビティを

楽しむ

一品香
人気の町中華で
ランチを食べる

花巻温泉
格式高い

佳松園の静寂と
個性豊かな三館の
湯めぐりを堪能

花巻温泉
バラ園
美しいバラと

ライトアップを見る

元祖満州
にらラーメン
さかえや本店
人気店でエネルギー

チャージ　
WADO
パーク
はなまき
屋外でのびのび

遊ぶ

だいわ
ブルーベリー園
大人も子供も夢中で収穫、

家族で楽しむ
ブルーベリー狩り

レストラン
ポパイ

ブランド豚「白金豚」を
食べる

金矢温泉
ホテル銀河パーク

はなまき
広大な自然に囲まれ、
県産食材を使用した
食事を楽しむ

大江戸温泉物語
Premium
岩手花巻

プレミアムラウンジと
バイキングを堪能

母ちゃん
ハウス
だぁすこ
産直でお土産を

買う

円万寺
観音堂
田園風景を
眺める

芽吹き屋
名物三色だんごを

買う

道の駅とうわ

お土産を買う

砂田屋
石鳥谷店
名物酒ケーキを

買う

酒匠館
南部杜氏の
日本酒を
　買う

東和温泉
日帰り入浴で
リフレッシュ

田舎labo
ここでしか出会えない
ユニークな雑貨を
お土産に買う

銀の鳩
甘じょっぱい

「元祖たくあんパン」を
食べる

大沢温泉
高級感のある
山水閣とレトロな
湯治屋を巡る

山の駅
昭和の学校
懐かしの学校や

商店街へ、時代を超えた
時間旅行を楽しむ

鉛温泉
立ったまま入る日本一深い
立湯「白猿の湯」に

入浴

新鉛温泉
愛隣館

リピーターが多い
３つの大浴場の多彩な
湯舟の温泉三昧

鉛温泉
スキー場
滑った後は温泉へ
直行！温泉街の
スキー場

はなまき
星めぐりの夜
冬季限定ランタン
イベントで幻想的な
雰囲気を体感

志戸平温泉
バイキングと温泉・
サウナが人気の
ホテル志戸平、
全室かけ流し付き
客室の志だて

ハコショウ
食品工業
人気商品

「呑んべえ漬」を
買う

権現様の
モニュメント
向山森林公園の

頂上にあるモニュメント
を発見

花巻市 総合
文化財センター
花巻の歴史にタイム

スリップ、貴重な文化財を
間近で見学

ガラス工房
森のくに
サンドブラストや
吹きガラスを体験

南部杜氏
伝承館

酒づくり職人「南部杜氏」
の歴史を学ぶ

早池峰
神楽

ユネスコ無形
文化遺産の
公演を見る

菓匠丸文
伝統の技が光る、

地元で愛される銘菓で
お土産を買う

早池峰山
高山植物の聖地、
神秘的な空気の中で
パワーを充電

戸塚森
森林公園
豊かな自然の中で
キャンプを楽しむ

田瀬湖
ワカサギ釣り
冬季限定の

ワカサギ釣りを楽しむ

新亀家
石鳥谷店

特別な日に訪れたい
名店でランチを食べる

粉ひきのゴーシュ
田園風景が広がる
景色の中、絶品の
パンを食べる

成島三熊野
神社

日本最大級の
毘沙門天像を見学

丹内山神社
巨大な壁石に圧倒、
神秘的な空間で
パワーチャージ

八幡
田んぼアート
展望台から稲が奏でる

アートを見学

ワインシャトー
大迫

ワイン工場見学と
テイスティング体験

佐々長醸造
大人気

「老舗の味つゆ」を買う

松葉商店
名物「しょう油たこ焼き」

を食べる

ミルク工房
ボン・ディア
名物ボン・ディアソフト

を食べる

るんびにい
美術館

たくさんのアートに
触れる

いわて花巻空港

【 必ずストップ 】

 花巻駅
サイコロの目で次のエリアへ移動

釜淵の滝
爽快な景観を見て
圧倒される

<１回休み>

新花巻駅
<２マス進む>

ゴール

スタート

<花巻駅へ>

<花巻駅へ>

<花巻駅へ>

東和
エリア

石鳥谷
エリア

大迫
エリア

花巻ゆかりの
メジャーリーガー
記念モニュメント
フォトスポットで記念撮影

花巻
湯めぐり愛愛
すごろく

鹿踊

花巻の郷土芸能を
見学

花巻の魅力を遊びながら発見！
すごろくのマスは、花巻市民や学生の皆さんの

アイディアのもと、作成されています！
花巻の観光地や名物、

地元の人しか知らないディープな魅力がたくさん！
すごろくを通して、新しい魅力を楽しく知って、　　　　　　

ぜひ足を運んでみてください！

わんこそばを食べて
お腹いっぱい
<１回休み>

カフェ
レストラン
きゃびん

宮沢賢治
童話村宮沢賢治

記念館ポランの広場滝田工芸
山小屋
カフェ

kurakake

山猫軒
駅前店

未来都市銀河地球鉄道
夜限定で浮かぶ壁画で記念撮影

山の神温泉
宮大工が手掛けた木造
建築の宿が人気の優香苑、
全室かけ流し付き
客室の清流館

◀

◀

◀

１・２…大迫エリア
３・４…石鳥谷エリア
５・６…東和エリア

<3マス進む>
Let's go!

各マスの
詳細は
こちら

花巻市マスコット
キャラクター
フラワーロールちゃん

□ 観光協会の協力を得て、
デジタル版すごろく完成！
6月よりウェブサイトで配布スタート

プレ体験会用に、盛りだくさん
のマス目が並んだ大型すごろく
盤と、マス目を減らしたミニ版を
用意
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つ
な
げ
る
と
い
う
も
の
。
楽
し
く
遊
ぶ
う

ち
に
地
域
情
報
を
知
っ
た
宿
泊
客
が
、
実

際
に
飲
食
店
や
名
所
を
訪
れ
る
こ
と
を
狙

っ
た
。
遊
び
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
施
策

は
若
者
ら
し
い
柔
軟
な
発
想
力
の
表
れ
で

あ
る
と
同
時
に
、
報
告
会
で
は「
ゲ
ー
ム

の
仕
組
み
を
応
用
し
て
行
動
を
促
す
、
ゲ

ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
を
自
然
に

実
践
し
て
い
る
」と
有
識
者
を
驚
か
せ
て

い
る
。
ま
た
、
マ
ス
目
に
入
れ
る
情
報
を

考
案
す
る
際
に
市
民
を
巻
き
込
ん
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
こ
と
も
、
若
い

メ
ン
バ
ー
た
ち
の
熱
量
と
行
動
力
が
発
揮

さ
れ
た
点
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

熱
い
バ
ト
ン
の
交
換
か
ら
見
え
た 

温
泉
文
化
を
進
化
さ
せ
る
き
ざ
し

　

各
チ
ー
ム
の
施
策
は
、
実
行
し
た
後
に

結
果
の
分
析
と
共
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

会
に
て
発
表
さ
れ
て
い
る（
各
チ
ー
ム
の

活
動
報
告「
05
ト
ラ
イ
ア
ル
＆
結
果
分
析
」

参
照
）。
企
画
か
ら
実
行
ま
で
の
期
間
の

短
さ
や
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
経
験
値
を
考
え

る
と
、
施
策
に
は
粗
削
り
な
面
も
あ
っ
て

目
覚
ま
し
い
成
果
が
上
が
っ
た
と
ま
で
は

言
え
な
い
こ
と
も
事
実
。
し
か
し
、「
理
想

通
り
に
い
か
な
い
」と
い
う
結
果
も
実
行
し

た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
結
果
を
分
析
し
て
次
の
一
手
に
向
け
た

提
案
も
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
施
策
そ

の
も
の
の
成
果
以
外
に
も
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
過
程
か
ら
価
値
あ
る
も
の
が
得
ら

れ
た
。
そ
れ
は
大
き
く
わ
け
て
次
の
３
つ
だ
。

❶
瑞
々
し
い
感
性
に
よ
る

　
地
域
資
源
の
再
定
義

　

す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
美
松
チ

ー
ム
で
は「
雪
道
」、
横
手
館
チ
ー
ム
で
は

「
音
」と
い
う
地
域
の
人
々
か
ら
は「
不
便

だ
っ
た
り
厄
介
な
も
の
」と
考
え
ら
れ
て

き
た
日
常
の
一
幕
を
、
実
は
価
値
あ
る
地

域
資
源
な
の
だ
と
捉
え
直
し
て
い
る
。
世

代
や
生
活
環
境
が
違
う
と
、
自
分
た
ち
に

は
弱
点
に
思
え
た
事
柄
が
肯
定
さ
れ
る
の

だ
と
い
う
気
づ
き
は
、
地
域
に
と
っ
て
得

難
い
経
験
だ
ろ
う
。

❷
情
熱
の
伝
播

　

愛
隣
館
チ
ー
ム
は「
す
ご
ろ
く
」を
遊

べ
る
形
に
ま
で
仕
上
げ
た
が
、
同
様
の
ア

イ
デ
ア
自
体
は
花
巻
観
光
協
会
で
も
以
前

か
ら
何
度
か
話
に
上
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

そ
う
。
た
だ
、
そ
れ
を
実
現
に
向
け
て
動

か
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
今
回
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が

熱
意
を
も
っ
て
提
案
し
た
こ
と
が
地
域
を

動
か
す
動
機
付
け
と
な
り
、
市
民
を
巻
き

込
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
を
経
て

す
ご
ろ
く
が
完
成
。
さ
ら
に
、
若
者
の
情

熱
が
着
火
剤
と
な
っ
て
、
観
光
協
会
の
力

添
え
を
得
て
デ
ジ
タ
ル
版
の
ウ
ェ
ブ
公
開

ま
で
が
実
現
し
て
い
る
。

　

美
松
チ
ー
ム
の
情
熱
も
地
域
を
動
か
し

た
。
芦
原
温
泉
旅
館
協
同
組
合
青
年
部
の

人
々
が
座
談
会
で
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
た
ち

の
熱
量
に
ふ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

急
き
ょ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
て
当
初

は
参
加
を
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
提
案
会

に
駆
け
付
け
て
く
れ
た
の
だ
。
青
年
部
の

地
域
愛
が
チ
ー
ム
の
原
動
力
に
な
っ
た
と

先
に
述
べ
た
が
、
そ
の
逆
の
こ
と
も
ま
た

起
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

❸
教
育
×
観
光
業
界
の
人
材
育
成
モ
デ
ル

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
メ
ン
バ
ー
は

「
19
歳
～
22
歳
の
若
者
」で
あ
り
、
応
募
し

た
か
ら
に
は
温
泉
や
旅
行
に
少
な
か
ら
ず

興
味
が
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
ん

な
参
加
者
の
一
人
、
國
學
院
大
學
の
菅
村

さ
ん
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
で
学
ん
で

い
る
が
、
宿
泊
業
自
体
に
強
い
興
味
は
な

か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
温
泉
地
滞
在
中

に
宿
の
ス
タ
ッ
フ
と
交
流
し
、
業
務
体
験

を
す
る
う
ち
に「
宿
泊
業
っ
て
面
白
い
」

と
感
じ
る
よ
う
に
。
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
と

し
て
意
識
す
る
機
会
に
な
っ
た
と
話
し
て

く
れ
た
。
こ
う
し
た
変
化
は
地
域
に
と
っ

て
も
嬉
し
い
も
の
だ
ろ
う
。
若
者
た
ち
を

受
け
入
れ
た
温
泉
宿
の
一
つ
、
美
松
の
前

田
専
務
取
締
役
は
、「
実
体
験
を
通
じ
て
何

ら
か
の
気
づ
き
や
学
び
を
得
て
い
た
だ
け

る
な
ら
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
観
光
産
業

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
参
加
者
の
中

か
ら
観
光
産
業
に
従
事
し
て
く
れ
る
人
が

出
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」と
話
す
。

　

ま
た
、
観
光
学
や
地
域
振
興
を
学
ぶ
大

学
の
視
点
に
立
つ
と
、
地
域
の
懐
深
く
に

入
り
込
む
実
習
の
場
を
設
定
す
る
の
は
容

易
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
機
会
提
供
の
一

助
と
な
る
こ
と
も
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
の
価
値
だ
ろ
う
。
今
回
協
力
い
た
だ

い
た
國
學
院
大
學
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
学

部
・
小
林
裕
和
教
授
は
、「„
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
て
社
会
を
理
解
し
、
主
体
性

を
も
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ

態
度
を
学
ぶ
〞と
い
う
弊
学
部
の
デ
ィ
プ
ロ

マ
ポ
リ
シ
ー
に
適
う
、
貴
重
な
実
践
的
学

び
の
機
会
に
な
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　

加
え
て
地
域
側
に
と
っ
て
も
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
意
識
改
革
の
場
と
な
り
、
進
化

す
る
機
会
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
深
夜

ま
で
議
論
を
尽
く
す
若
者
た
ち
の
熱
意
、

お
そ
れ
ず
に
挑
戦
す
る
行
動
力
、
柔
軟
で

新
鮮
な
発
想
は
、
地
域
の
人
々
に
大
い
に

刺
激
を
与
え
て
い
る
。「
皆
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
、地
域
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
た
」

「
着
眼
点
が
非
常
に
よ
く
、参
考
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

観
光
業
の
専
門
家
で
は
な
い
、
地
域
に

所
縁
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
若
者
た
ち
が

地
域
の
た
め
に
全
力
で
駆
け
抜
け
た
温
泉

バ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
バ
ト
ン
を
し
っ

か
り
と
受
け
取
っ
た
地
域
も
ま
た
、
未
来

へ
と
走
り
出
し
て
い
る
。

Voice！
「結びの宿 愛隣館」チーム

菅村 菜々子さん（國學院大學）
　今回参加したのは新しいチャレンジができること、
そして無料で温泉宿に泊まれる点に惹かれたからです

（笑）。2泊3日の滞在ではアイデア出しの難しさを痛感
し、そして深夜まで議論した経験から熱中して取り組
む楽しさも知りました。
　温泉宿は「堅苦しい」と思っていましたが、温かなも
てなしにふれたことで「アットホームさ」を実感。自分
たち世代も気軽に楽しめる場所だと感じました。

若者×温泉文化から何が生まれた？ プロジェクトレポート

バトンをつなぐポーズで記念撮影。写真上から、リステルチー
ム、美松チーム、横手館チーム、愛隣館チーム

宿泊業のマーケティングについてレクチャ
ーを受ける、美松チーム。業務体験に座談
会、企画立案…と盛りだくさんの2泊3日に
全力で取り組んだ
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「温泉バトン」が地域を動かした瞬間

　とある温泉地でのプログラム2日目、宿の方
が、温泉街の旅館組合青年部の皆さんとの懇
親会を開いてくださった。宿や温泉街で進め
ている取り組みを聞き、若者たちも、その時点
で考えていたアイデアを率直にぶつけていく。
ときどき笑いも起こる、にぎやかな時間だっ
た。ただ、どこかまだ、お互いに相手のことを探
りながら話しているような空気もあった。
　会の終わりが近づいた頃、一人の若者が口
を開いた。「この温泉街に来てから、いろいろ
な人の話を聞いた。皆さんが口を揃えて話して
いたのは、この温泉街は、温泉を好きでいてく
れる地域の人たちに支えられているということ
だった。そして、その人たちに少しでも何かを返
したいと、宿の方も、温泉街で働く方も考えて
いる。自分は、それこそがこの温泉街らしさな
のだと思った」と。
　その瞬間、「地域が動いた音」がした。青年部
の皆さんが一斉に顔を上げ、少し驚いたような
表情を見せた。時間が一瞬だけ止まったよう
に感じた。おそらく若者は、特別なことを言お
うとしたわけではない。ただ、ここで出会った
人たちの言葉を、自分なりに受け止め、感じた
ことをそのまま返したのだと思う。地域に長く
いるからこそ見えにくくなっていたものを、外か
ら来た若者の言葉によって気付かされたのだ。
　そこから場の空気が変わった。青年部の皆
さんが、それまで以上に本音で話し始め、若者
のアイデアにも真剣に向き合ってくださった。
翌日の発表会に、本来は参加予定ではなかっ
たのに、わざわざ予定を調整して駆けつけてく
れた。
　これこそが若者との協働する価値、この温
泉バトンの価値だと思う。地域にあるものを新
鮮な目で見つめ、感じたことを真っすぐに言葉
にする。その言葉が、地域の人たちに自分たち
の大切なものを思い出させ、もう一度動き出す
きっかけになる。
　温泉バトンは、若者から答えをもらうための
取り組みではない。若者とのやり取りを通して、
地域の大人たちも自分たちを見つめ直し、少し
ずつ変わっていく。その瞬間に立ち会えたこと
が、このプロジェクトで得た、何より大きな発見
だった。

じゃらんリサーチセンター
研究員
長野瑞樹
ながの　みずき

担当研究員より


